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2010 年研究年報 巻頭言 
 平成 22 年度の研究年報を発行するに当たって 
 
 平成 23 年（2011 年）3 月 11 日は東日本大震災によって長くわれわれに記憶されるに違

いない。2009 年は総選挙で民主党が歴史的大勝利をおさめ政権が自民党から民主党に変わ

った。しかし税収の落ち込みに起因する財源不足によって民主党の政策実行困難が分かる

につれ、当初はマニフェストに醉った感のあった国民も次第に覚醒しはじめたところの自

然災害であった。 
 災害当初の通信制限による情報収集は困難を極めた。国立病院機構本部は岩手、宮城、

福島県への DMAT 派遣、引き続く医療支援部隊の派遣で手一杯であった。東京医療センタ

ーも DMAT を気仙沼や羽田空港に派遣し、その後の医療班派遣をどのようにするか考えて

いた。それとは別にわれわれが所属する関東信越地方においても茨城県、栃木県を中心に

茨城東病院、水戸医療センター、宇都宮病院などの機構病院でライフラインの途絶、建物

損壊が関東信越ブロック事務所での情報収集の結果明らかとなった。東北地方に大勢の人

員を割くのは無理と判断し、関信は他ブロックには迷惑をかけずに単独でブロック内での

支援体制を作ることを決心し、食糧支援、人的支援を行った。福島原発事故では炉心溶融

も予測させる水素爆発で建屋の損壊が起こり、放射能を帯びた物質の飛散が懸念され放射

線技士派遣となった。つなみ被害で損壊したいわき病院の患者さんをブロックで引き受け

ることになり、茨城東、水戸医療センター、霞ヶ浦、栃木病院は被災病院でありながらい

わき病院あるいは周辺施設からの患者を収容し奮闘した。情報収集、指揮系統について考

えさせられる春であった。 
 今年度 2010 年のセンターの仕事のなかで、オカルト黄斑シストロフィーの原因遺伝子解

明の仕事は特筆すべき業績と考えている。元臨床研究センター長であられた三宅養三先生

以来研究にたずさわった人達の熱意の結集であり敬意を表したい。直ちに治療法に結びつ

くわけではないようであるが、今後の仕事の発展を期待する。 
 多くの医療者は災害支援のため日常業務が多忙となり、宿題となっていた仕事は遅れた

のが真実である。しかし東京医療センターの研究部門は、遅れることなく年報をまとめて

くれた。これは加我君孝名誉研究センター長のリーダーシップによるところも大きいと感

じており感謝したい。 
 2011 年は三重大学から前眼科学教授宇治幸隆先生を迎えた。眼と耳の指導者が同時に研

究センターにいる年は初めてとなる。今年度の業績拡大に期待している。 
 
 2011 年 4 月 
 

独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 
院長 松本純夫        
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